
36 「知」の集積と活用の場によるイノベーション
【２，０７５（１，９５６）百万円】

対策のポイント
農林水産分野に異分野の知識・技術等を導入し、革新的な技術を生み出し

て商品化・事業化に導く産学官連携研究を推進します。

＜背景／課題＞
・農林水産・食品産業の成長産業化を図るためには、農林水産・食品分野と異分野の融
合を含む産学連携の更なる強化により、知識・技術、アイデアを集積させ、生産者の
所得向上等につながる革新的な研究成果を生み出し、スピード感をもって商品化・事
業化に導くことが重要です。

・こうした異分野も含めた民間企業、大学等が持つ「知」を結集した革新技術の開発を
推進することが必要です。

政策目標
「知」が集積する仕組みを活用した実施課題の80％以上で商品化・事業化が
有望な研究成果を創出（平成34年度）

＜主な内容＞
１ 「知」の集積による産学連携推進事業 ２２９（２２５）百万円．

農林水産・食品分野と異分野の産学連携を促進するため、多様な民間企業や研究機
関等による などを行います。研究開発プラットフォームを立ち上げ、研究戦略の作成

委託費
委託先：民間団体等

２ 「知」の集積と活用の場による革新的技術創造促進事業．
１，８４６（１，７３１）百万円

研究戦略に基づき研究開発プラットフォームが行う農林水産・食品分野と医学や工
学など異分野が連携した研究開発を支援します。特に、商品化・事業化の基盤となる

マッチングファンド方式によ革新的な技術開発について、民間企業等との連携を促す
します。り支援

また、農林水産業の生産現場や消費者等のニーズに基づき実施される、民間企業等
による事業化に向けた研究開発を支援します。

補助率：定額
事業実施主体：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

お問い合わせ先：
技術会議事務局研究推進課産学連携室 （０３－３５０２－５５３０）

［平成29年度予算の概要］



研究開発の段階
に応じ、マッチング
ファンド（民間企業
と国が共に研究資
金を出し合う）方式
などにより委託研
究を実施。

「知」の集積と活用の場によるイノベーション

農林水産分野に異分野の知識・技術等を導入し、革新的な技術を生み出して商品
化・事業化に導く産学官連携研究を推進。

「知」の集積と活用の場産学官連携協議会の運営
生産者、民間企業、大学、研究機関、ＮＧＯ/ＮＰＯ、金融機関、地方自治体、消費者等の
多様な者が参画し、農林水産・食品分野とさまざまな分野の者がセミナー・ワークショップ等
を通じて、交流を図り、研究開発プラットフォームの形成を促進。

セミナー・ワークショップなどによる会員同士のネットワー
ク化を通じ、研究開発プラットフォーム（共通のテーマに取
組む仲間作り）の形成を促進。

研究開発プラットフォームにおける戦略づくり
「知」の集積と活用の場で、研究開発プラットフォームがプロデューサー（又はチーム）を
中心とし、新産業の創出につながる研究開発を実施するための戦略づくりを推進。

研究コンソーシアムによる研究開発の推進
研究開発プラットフォームの戦略に基づき、商品化・事業化につながる革新的な技術開発
を実施。

基礎 応用 商品化・事業化

異分野融合
発展研究

「知」の集積と活用

の場による研究開発
モデル事業

事業化
促進研究

研究開発プラットフォーム

研究戦略
研究計画
知的財産戦略

オープンに
議論しましょう

秘密保持契約を
結びましょう。

国産材由来のＣＮＦを
用いた新素材の農林
水産業への活用等

夏場も高効率で低コストな太
陽光利用園芸施設の開発等

商品化・事業化に
つながる研究成果
を次々と創出
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＜生産者＞

○○作業を軽
労化したい！

＜大学＞
開発した農業
の技術シーズ
を活かしたい。

＜工学ﾒｰｶｰ＞
農業分野の人と
話すのは始めて
なんですが・・・

＜ITﾒｰｶｰ＞
うちのIT技術を
使ってほしい。

＜生産者＞
実は画期的な
栽培技術があ
るんですが・・・

＜大学＞
秘密保持契約を
結んだので言い
ますが、
実は□□農業
技術を開発中！

＜工学ﾒｰｶｰ＞
農業用機械を
作ったら本当に
買ってくれるかな。

＜ITﾒｰｶｰ＞
うちも新たな技術
を持ってます！
農業で使いたい！ 等の作成

エネルギー消費を抑
制する冷凍・冷蔵用
バッテリーの開発等

＜ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ＞

赤外線反射フィルムを活用した遮熱技術

LNGプラントの廃熱を活用した冷却技術

LNG

銀ﾅﾉ平板粒子

LNG
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